
国内工場＆海外拠点

事業領域

当社は70年を越える長きにわたり、人にやさしい、さまざまな製品を生みだしてきました。
いままでも、これからも、人とクルマの間に生まれる新たな感動を
かたちにするモノづくりに取り組んでいきます。

「人が手掛けないことこそやる」の創業精神
「拾い上げたスイッチから…」

東海理化グループの歴史

創立者

加藤 由雄

1950年代～

戦後再建期

●1948年
名古屋市郊外
西枇杷島町にて会社設立

創業当時の
西枇杷島工場

エクステリア
など

セイフティ
システム

セキュリティ
システム

　終戦から3年後の昭和23年、創立者の加藤は「産業の発展以外に日本を復興させ
る道はない。」という信念をもとに自動車産業への進出を考えた。知人の紹介でトヨ
タ自動車工業（現トヨタ自動車）の部品倉庫を訪れた際偶然、片隅に落ちていた一つ
の自動車部品を見つけた。「これは？」と尋ねると「スイッチ」とのこと。
　「スイッチ製作は手間がかかり誰もやりたがらない。」という説明を受けた加藤は

「必要ならば人が嫌がることでも誰かがやらねばならない。これこそ自分たちが新
しく進出する分野だ。」とスイッチの生産を思い立ち西枇杷島町へ「理化学、電気、機
械、なんでもやる」の思いを込め『株式会社 東海理化電機製作所』を設立した。

遠隔操作デバイス
（タッチパッド式）

住宅用電気錠
スマートエントリ＆
スタートシステム

セレクタブルフォース
リミッター付きシートベルト本杢ステアリング

ホイール
フォースリミッタ付き

シートベルト

挟み込み防止機能付き
パワーウィンドウスイッチ

玄関スマートキー

ライトスイッチ

エンジンスターター
スイッチ

ウインカースイッチ

パワーウィンドウ
スイッチ

シフトレバー

レバー
コンビネーション

スイッチ

２点式シートベルト

オーナメント

３点式シートベルト

リバーシブルキー

樹脂ホイール
カバー

ステアリング
ホイール

チャイルドシート

内溝キーワイヤレスキー

集合スイッチ

ステアリング
パッドスイッチ

デュアルロッキング
システム付きシートベルト

プリテンショナー付き
シートベルト

アウターミラー

キーフリー
イモビライザーキー

エレクトロクロミック
自動防眩 アウターミラー＆

インナーミラー

※ステアリング事業は豊田合成（株）と協業しています。

竹ステアリング
ホイール

ブラインドスポットモニター＆
防眩機能付きアターミラー

シフトバイワイヤ
セレクター

ステアリング
ロック

1960年代～

●1964年
豊田工場操業開始

●1966年
音羽工場操業開始

高度経済成長期
1980年代～

●1980年
丹羽郡大口町へ本社移転

バブル期

●1986年
アメリカにTRUSA設立

（現：　　　 　　　　　　）
カナダにQSS

（現：　　　　　 ）設立
●1987年
台湾に　　　設立

1970年代～

オイルショック
1990年代～

バブル崩壊

●1991年
アメリカに　　　設立

●1994年 
萩工場操業開始
タイに　　　設立

●1995年
フィリピンに　  　　設立

●1997年
アメリカに　　　　 設立
タイに　  　　設立

●1998年
イギリスに  　　　設立

2000年代～

平成不況

●2001年
中国に　　　　　　　　　　設立
チェコに　　　　　設立
ブラジルに　　　　　設立

●2003年
ベルギーに　  　　　設立

●2004年
中国に　　　　 設立

●2008年
タイに　　　　設立
インドに　　　　  設立

●2011年
インドネシアに　　　設立

●2012年
インドネシアに　　　　設立

●2015年
メキシコに　　　　　 設立

●2018年
中国に　　　　  設立

2010年代～

現在

東海理化グループの歴史

デジタル
アウターミラー

静電タッチ式ヒーター
コントロールスイッチ

ヒューマン・
インタフェース

システム

東海理化電機製作所
学気械
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